
駐車場には限りがあります。可能な限り公共交通機関を御利用ください。

専門は教育社会学。学校リスク（スポーツ事故、
組み体操事故、転落事故、校則、「体罰」、自殺、
２分の１成人式、教員の部活動負担・長時間労働
など）の事例やデータを収集・分析し、これまで
見過ごされがちであった実態の解明に取り組んで
いる。併せて、教員研修などの場での講演・情報
提供を通じ、現場に根ざした啓発活動を行ってい
る。ヤフーオーサーアワード2015受賞。消費者庁
消費者安全調査委員会専門委員

『部活動の社会学』 （編著岩波書店2021）
『学校ハラスメント』（朝日新書2019）
『ブラック部活動』 （東洋館出版社2017）
『教育という病』 （光文社新書2015）他

子供たちが主体的に社会の形成に関わろうとする意欲を育むための三つの場面（①ジブンゴト化の場面、②自己決定の場面、③
振り返りの場面）を、学校の教育活動の中にどのように位置付け、充実させるかについて研究しました。今回は、各研究協力校
の実践についての途中経過と、見えてきた課題について報告します。

高綱睦美（中京大学教養教育研究院教授） 矢崎裕美子（日本福祉大学講師）
半田市立さくら小学校 高浜市立吉浜小学校 東郷町立東郷中学校 岡崎市立南中学校
県立小牧高等学校 県立半田工科高等学校 県立佐織特別支援学校

「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業改善の方策の一つとして、教科における「探究的な授業づくり」の在り方について研
究しました。探究的な授業を実践する上で欠かせない五つの要素（①不確定な状況、②課題設定・提示、③各教科の見方・考え方を
働かせる場面設定、④協働グループ学習形態、⑤次の学びへとつながる振り返りの活用）を踏まえた授業実践の結果を報告します。

竹川慎哉（愛知教育大学教授）
津島市立神島田小学校 刈谷市立亀城小学校 稲沢市立治郎丸中学校 田原市立東部中学校
県立西春高等学校 県立豊野高等学校 県立春日井高等特別支援学校

科学的な認識はどのように形成されるのかという視点から、生徒の探究的思考を促す問い、「仮説→検証→考察」の学習過程を構造
化した授業モデルについて研究しました。当日は、小テーマごとに研究成果を紹介するとともに、協議を通して授業改善につながる
視点や実践の可能性について参加者の皆様とともに考えます。

米津利仁（岡崎北高校長） 水谷伸匡（中村高教頭） 坂井順香（一宮南高教頭）
佐伯栄治（千種高) 山本芳裕（瑞陵高) 太田貴文（名古屋西高） 今井岳宏（瀬戸北総合高) 飯田隼人（一宮高） 望月佳代子（一宮南高）
寺部辰弥（大府高) 若本陽介（内海高） 角田皓平（豊田高） 船井裕由（岡崎東高） 池田岳人（時習館高）

名古屋大学大学院教育発達科学研究科

内田 良 教授
うちだ りょう

所属長の了承を得て、令和８年１１月２０日（金）までに上記のＵＲＬまたは右の二次元コードからお申し
込みください。また、令和８年１２月１８日（金）から令和９年１月２９日（金）まで、オンデマンドによ
る講演および研究発表を公開する予定です。なお、オンデマンド配信では、研究協議は公開されませんので、
あらかじめ御了承ください。

※ 情報保障につきましては、令和８年１１月２日（月）までに御連絡ください。

令和８年１２月４日（金）９時から１２月１８日（金）１７時まで、YouTubeにおいて期間限定配信


